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◎写真提供＆協力
　「中大スポーツ」新聞部

◎制作協力
　植田知美　北村美紀（株式会社シー・レップ）

　鈴木充（広研印刷株式会社）

◎学生記者
　中里真侑　　　　齋藤優衣　　　津田翔

　平岡亜美　　　　石井伊蕗　　　森康太朗

　松村吏紗　　　　中村美咲　　　澤畠彩香

　山口真歩　　　　西沢美咲　　　（順不同）

◎取材協力
　学事部

　各学部事務室

　大学院事務室

　学生部

　ボランティアセンター

　中央図書館

　国際センター

　入学センター

　キャリアセンター

　学友会

　経理研究所

　学員会　ほか

編集室

　東京五輪・パラリンピック組織委員会会長のポストをめぐり、初

代ＪリーグチェアマンでバスケットボールのＢリーグ創設にも尽力し

た川淵三郎氏の名前が挙がった。ただ、不祥事で退く人が後任者

を決めるのは筋が通らないと、川淵氏の会長就任は見送られた。

　川淵氏といえば、2020年5月５日配信のヤフーニュースの記事

で、興味深い発言を読んだことを思いだした。記事のタイトルは

「『途中でこけちゃいました』に救われた―川淵三郎、『グッドルー

ザー』を語る」。

　川淵氏は、記事の中で、スポーツマンにグッドルーザー（誇り高

き敗者）たるべき人間性、資質を求め、審判に見えないところで

のアンフェアなプレーが“必要悪”のようにまかり通る、サッカーの

マリーシア（ずる賢さ）の考え方を嫌っていた。マリーシアという言

葉の意味はさまざまなようだが、アンフェアなプレーを好む人は

いないだろう。

　価値ある勝利とは何か。スポーツに限らないが、やはり、大事

なのは「正々堂々」である。

　賛否の割れている五輪開催は、感情論に偏らず、科学的知見

に立って判断すべきだろう。正々堂 と々難題に立ち向かえば、結

果がどうであれ、人として、開催国としての誇りはレガシーになり

得るのではないか。

　昨年、自転車競技のインカレ代替大会を制した卒業生の尾形

尚彦選手（文４）を今号で紹介した。2019年の挫折を糧とした尾

形選手は「辛くて逃げたくなったときも、自分と真剣に向き合うこ

とができれば、成功へ近づく」と話した。

　最終学年は、多くの卒業生にとって、不完全燃焼の一年だっ

たかもしれない。この雌伏の時の経験が、将来に役立つことを

願っている。

（編集長　北村 豊）
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